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平
成
2８
年
４
月
よ
り
前
任
の
富
士
昭
一
会
長
か
ら
こ
の
任

を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
こ
と
は
、
前
号
の
「
つ
つ
じ
ヶ
丘
だ
よ
り
」

で
も
報
告
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
も
う
一
年
以
上
も

経
過
し
ま
し
た
。 

 

こ
こ
数
年
に
わ
た
り
会
員
の
減
少
、
高
齢
化
、
特
に
高
女
卒

の
会
員
の
総
会
へ
の
出
席
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
な
ど
、
諸

般
の
事
情
か
ら
、
平
成
25
年
度
、
お
よ
び
26
年
度
と
２
年
間
、

総
会
が
開
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
時
期
は
、
幹
事
会
の
一

部
に
は
こ
の
関
西
支
部
廃
止
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

２
年
間
の
空
白
を
乗
り
越
え
て
会
の
規
模
を
縮
小
し
て
で
も

こ
の
伝
統
の
あ
る
関
西
支
部
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
を
幹
事
会

で
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

２
年
前
の
前
総
会
で
ご
賛
同
を
得
た
大
き
な
変
更
点
は
、

総
会
開
催
は
１
年
毎
を
改
め
て
２
年
毎
と
し
た
こ
と
で
す
。
ま

た
、
会
員
か
ら
の
年
会
費
は
、
当
分
の
間
、
徴
収
し
な
い
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
平
成
４
年
制
定
の
「
申
し
合

わ
せ
」
を
改
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
会
則
に
準
ず
る
も
の
で
、

昨
年
度
の
「
つ
つ
じ
ヶ
丘
だ
よ
り
」
第
26
号
に
「
申
し
合
わ
せ
事

項
」
と
し
て
囲
み
記
事
に
し
て

掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、

関
西
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 

 

な
お
、
総
会
開
催
を
２
年
毎

に
し
た
の
に
伴
い
、
会
員
の
親

睦
を
計
る
た
め
に
年
２
回
程
、

幹
事
会
主
催
の
集
ま
り
を
開
く
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
の
４
月
３
日
に
、
京
都
白
川
・
ぎ
お
ん 

た
つ
み
橋
付
近

で
「
お
花
見
の
会
」
を
開
き
ま
し
た
。 

 

本
年
度
、
平
成
29
年
度
は
２
年
毎
の
総
会
開
催
の
年
に

あ
た
り
ま
す
。
総
会
に
続
い
て
懇
親
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
に
は
こ
ぞ
っ
て
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

幻
の
原
稿
２
編 

 

私
の
手
元
に
資
料
と
し
て
桜
井
佳
子
さ
ん
が
会
長
に
就

任
さ
れ
た
後
の
昭
和
63
年
（
１
９
８
８
年
）
か
ら
平
成
５

年
発
刊
ま
で
の
「
つ
つ
じ
ヶ
丘
だ
よ
り
」
が
あ
る
。
こ
の

最
後
の
平
成
５
年
の
会
誌
タ
イ
ト
ル
は
「
つ
つ
じ
ヶ
丘
だ

よ
り
」
で
は
な
く
「
つ
つ
じ
ヶ
丘
同
窓
会
通
信
94/

10
」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
平
成
４
年
に
石
原
正
さ
ん
が
会

長
に
就
任
さ
れ
て
の
初
仕
事
で
、
石
原
さ
ん
と
私
が
編
集

後
記
を
書
い
て
い
る
。
昭
和
63
年
度
版
の
第
１
号
に
は
桜

井
さ
ん
の
会
長
就
任
挨
拶
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
部

分
は
平
成
27
年
版
に
復
刻
版
と
し
て
掲
載
し
た
。
こ
の
号

は
明
ら
か
に
石
原
さ
ん
の
編
集
で
あ
る
。
第
２
号
以
下
、

平
成
４
年
迄
は
桜
井
さ
ん
と
小
林
友
子
さ
ん
の
編
集
の
様

で
あ
る
。
平
成
７
年
（
１
９
９
５
年
）
本
校
の
創
立
９
０

周
年
の
行
事
が
あ
り
、
そ
れ
に
関
連
し
た
平
成
８
年
度
掲

載
予
定
の
原
稿
が
諸
般
の
事
情
で
発
行
さ
れ
ず
、
私
の
手

元
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
原
稿
２
編
を
こ
こ
に
特

別
寄
稿
と
し
て
掲
載
す
る
。
（
文
責 

中
村
浩
） 

 

《
特
別
寄
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10
月
６
日
朝
、
久
し
ぶ
り
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
ラ
ピ
ー
ト

に
乗
る
。
こ
の
車
両
は
、
外
観
は
鉄
人
2８
号
の
よ
う
だ
が
、

内
部
は
航
空
機
に
似
せ
て
い
て
、
大
き
な
楕
円
の
窓
が
異

次
元
を
感
じ
さ
せ
る
。
町
を
抜
け
て
橋
を
渡
る
。
両
側
に

静
か
な
海
面
を
眺
め
な
が
ら
、
空
港
島
に
着
く
。
難
波
か

ら
約
30
分
。 

 

関
西
空
港
の
最
初
の
印
象
は
、
空
間
が
デ
カ
イ
と
云
う

コ
ト
だ
。
伊
丹
や
羽
田
は
も
と
よ
り
、
成
田
と
も
違
う
ス

ケ
ー
ル
で
、
既
に
国
外
へ
出
た
気
分
に
さ
せ
ら
れ
る
。 

 

出
発
ロ
ビ
ー
で
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
た
ら
、
声
を
掛
け
ら

れ
、
よ
く
見
る
と
８
回
生
の
栗
山
さ
ん
だ
っ
た
。
そ
の
夜

の
同
窓
会
に
出
席
す
る
た
め
に
、
同
じ
飛
行
機
に
乗
り
合

わ
せ
た
訳
だ
。
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
と
缶
ビ
ー
ル
を
買
っ
て
、

最
後
尾
の
窓
側
の
席
に
落
ち
着
く
。
窓
か
ら
見
る
空
港
の

景
色
は
、
も
う
外
国
そ
の
も
の
だ
。 

 

風
に
乗
っ
て
舞
い
上
が
っ
た
飛
行
機
は
、
大
阪
湾
を
西

へ
と
ん
で
、
や
が
て
眼
下
に
神
戸
の
港
が
見
え
て
き
た
。

機
は
既
に
三
千
メ
ー
ト
ル
上
空
に
あ
っ
て
、
神
戸
の
市
街

が
一
望
の
も
と
に
見
渡
せ
る
。
こ
の
高
み
か
ら
で
は
、
震

災
の
傷
跡
も
感
じ
さ
せ
な
い
美
し
い
街
路
を
見
せ
て
い
る
。

六
甲
山
を
迂
回
し
て
機
は
上
昇
を
続
け
、
遠
く
に
京
都
の

町
並
み
が
望
ま
れ
た
。
都
の
シ
ン
ボ
ル
の
御
所
と
二
条
城

が
ハ
ッ
キ
リ
と
見
分
け
ら
れ
る
。
今
日
は
素
晴
ら
し
い
天

気
だ
！
と
、
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
ポ
ツ
ン
、
ポ
ツ
ン
と

雲
が
出
て
来
て
琵
琶
湖
の
半
分
程
が
隠
さ
れ
始
め
た
。
一

万
メ
ー
ト
ル
の
高
み
か
ら
一
目
で
琵
琶
湖
全
体
が
見
下
ろ

せ
る
コ
ト
で
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
し
ま
う
。 
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秋
の
日
差
し
を
受
け
て
、
山
襞
の
影
が
ク
ッ
キ
リ
と
刻

ま
れ
、
山
頂
に
は
白
い
モ
ノ
が
見
え
る
。
初
冠
雪
に
違
い

な
い
。
遥
か
彼
方
の
雲
の
上
か
ら
頭
を
見
せ
て
い
る
富
士

に
は
、
ま
だ
雪
が
な
さ
そ
う
だ
。
深
い
緑
か
ら
赤
く
変
わ

っ
て
ゆ
く
山
の
テ
ッ
ペ
ン
に
白
い
絵
の
具
を
吹
き
か
け
た

様
に
み
え
て
、
神
秘
的
と
も
云
え
る
光
景
が
足
の
下
を
過

ぎ
て
ゆ
く
。
思
わ
ず
２
本
目
の
ビ
ー
ル
に
手
が
伸
び
た
。 

 

到
着
し
た
函
館
の
気
温
は
14
度
、
栗
山
さ
ん
の
出
迎
え

の
車
に
便
乗
し
て
市
役
所
へ
表
敬
訪
問
に
出
か
け
る
。
同

期
の
友
人
で
収
入
役
の
山
那
さ
ん
の
案
内
で
、
商
工
観
光

部
へ
挨
拶
に
ゆ
く
。
山
那
さ
ん
が
開
口
一
番
「
来
年
の
予

算
に
石
原
さ
ん
の
函
館
絵
図
の
製
作
費
を
計
上
し
て
呉
れ

る
っ
て
か
？
」
。
そ
れ
を
聴
い
た
相
手
の
二
人
は
「
イ
ヤ
イ

ヤ
と
て
も
と
て
も
」
と
、
あ
わ
て
て
打
ち
消
す
。
山
那
さ

ん
が
畳
み
か
け
る
。
「
次
の
市
制
80
周
年
に
頼
ん
だ
ら
ど

う
か
ね
」
「
イ
ヤ
イ
ヤ
、
私
は
と
う
に
辞
め
て
い
る
け
ど
、

次
の
責
任
者
が
何
と
言
う
か
・
・
・
」
そ
こ
で
、
私
「
80

周
年
が
２
０
０
３
年
だ
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
今
世
紀
に
は

考
え
ら
れ
な
い
訳
で
す
ネ
」「
ま
あ
、
そ
う
で
す
ね
エ
、
後

任
の
者
が
80
周
年
に
依
頼
す
る
と
は
限
ら
な
い
し
・
・
・
・
」
。

何
だ
か
押
し
売
り
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
気
分
に
な
っ
て
き

た
。
ま
る
で
、
日
本
で
た
っ
た
一
人
の
鳥
瞰
図
描
き
が
、

函
館
に
生
ま
れ
た
の
が
、
市
に
と
っ
て
迷
惑
な
の
だ
と
云

っ
た
具
合
だ
。
観
光
部
を
退
室
し
な
が
ら
、
も
う
こ
の
連

中
に
は
二
度
と
逢
う
コ
ト
は
な
い
だ
ろ
う
・
・
・
と
思
っ

た
。 

 

夕
方
６
時
、
五
島
軒
本
店
に
入
っ
た
。
来
賓
受
付
へ
申
し
出

る
と
、
関
西
支
部
長
の
名
前
が
リ
ス
ト
に
な
い
。
10
分
程
待

た
さ
れ
て
案
内
さ
れ
た
席
は
、
真
向
か
い
に
伊
達
先
生
が
着

席
さ
れ
て
い
る
旧
職
員
の
テ
ー
ブ
ル
だ
っ
た
。
支
部
関
係
の
と

こ
ろ
に
は
私
の
席
が
な
く
、
出
崎
さ
ん
が
座
っ
て
い
た
。 

 

会
が
進
行
し
て
、
来
賓
の
紹
介
が
あ
っ
て
、
東
京
支
部
の
次

に
関
西
支
部
の
私
と
、
副
支
部
長
の
出
崎
さ
ん
の
名
前
が
呼

ば
れ
、
起
立
を
求
め
ら
れ
た
。
支
部
の
代
表
と
し
て
祝
辞
を

述
べ
た
の
は
、
東
京
の
新
谷
さ
ん
だ
っ
た
。 

 

こ
の
総
会
の
出
席
者
は
５
３
０
名
で
、
五
島
軒
の
大
広
間
に

入
り
き
れ
ず
、
若
者
は
別
室
２
部
屋
に
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
最

高
年
齢
者
は
86
歳
、
今
年
の
卒
業
生
か
ら
花
束
の
贈
呈
が

あ
っ
た
。 

 

大
内
元
校
長
の
乾
杯
で
宴
会
が
始
ま
り
、
居
心
地
の
悪
い

旧
職
員
の
席
か
ら
同
期
の
テ
ー
ブ
ル
へ
席
を
変
え
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
始
ま
っ
て
、
ロ
ッ
ク
の
演
奏
の
後
は
抽
選
会
。
特
賞
の

14
イ
ン
チ
の
テ
レ
ビ
を
最
高
に
盛
り
だ
く
さ
ん
の
景
品
の
抽

選
も
、
引
き
札
に
名
前
が
記
入
さ
れ
て
い
る
の
で
、
進
行
は
ス

ム
ー
ズ
だ
っ
た
。
市
議
の
能
登
谷
さ
ん
（
16
回
生
）
の
応
援
団

の
フ
リ
で
応
援
歌
が
歌
わ
れ
、
最
後
に
２
つ
の
校
歌
斉
唱
で
会

の
幕
は
閉
じ
た
。 

 

翌
７
日
10
時
よ
り
、
湯
の
川
の
市
民
会
館
で
創
立
90
周
年

記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
現
校
長
の
挨
拶
を
皮
切
り
に
、
お

ご
そ
か
に
式
は
進
め
ら
れ
た
。
歴
代
の
校
長
や
父
母
会
へ
の
記

念
品
贈
呈
や
話
が
続
き
、
校
歌
が
斉
唱
さ
れ
、
第
２
部
と
し

て
90
周
年
を
振
り
返
る
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
た
。
ウ
ン
と
古

い
高
女
時
代
と
ご
く
最
近
の
映
像
が
主
で
、
我
々
西
高
初
期

の
絵
が
少
な
く
、
も
の
足
り
な
い
気
が
し
た
。 

 

昼
か
ら
の
祝
賀
会
の
会
場
は
、
隣
の
体
育
館
で
、
約
半
分
程

の
ス
ペ
ー
ス
に
テ
ー
ブ
ル
が
並
べ
ら
れ
、
壇
上
近
く
に
来
賓
の
席

が
あ
り
、
支
部
関
係
者
が
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
た
。 

 

会
は
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
寄
付
金
が
目
標
を
は
る
か

に
超
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、
同
窓
生
に
お
礼
が
述
べ
ら
れ
た
。

各
界
の
偉
い
さ
ん
の
話
に
続
き
、
西
高
１
回
生
の
草
刈
さ
ん
の

発
声
で
乾
杯
が
あ
っ
て
、
宴
会
が
始
ま
っ
た
。
料
理
は
前
夜
と

同
じ
五
島
軒
の
仕
出
し
だ
っ
た
。
前
の
席
に
、
元
野
球
部
で
後

に
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
コ
ー
チ
を
勤
め
た
東
京
支
部
の
渡
部
さ
ん

が
い
て
、
３
回
生
を
中
心
に
し
た
甲
子
園
出
場
の
思
い
出
話
に

花
が
咲
い
た
。 

 

５
回
生
の
集
ま
り
で
、
カ
ラ
オ
ケ
で
電
車
に
乗
る
時
間
が
来

た
の
で
中
座
し
、
湯
の
川
の
終
点
に
向
か
う
。
６
０
０
の
曲
目

を
揃
え
た
カ
ラ
フ
ル
な
市
電
は
快
調
に
山
へ
向
か
っ
て
走
る
。

十
字
街
で
無
賃
下
車
し
て
、
５
回
生
主
流
派
と
別
れ
た
。 

 

夜
は
、
反
主
流
派
数
人
と
谷
地
頭
の
池
の
端
料
亭
に
て
昔

話
で
過
ご
し
、
大
門
へ
出
る
。
土
曜
日
の
夜
と
て
、
大
門
通
り

は
閑
散
と
し
て
い
た
。 

 

８
日
は
日
曜
日
で
、
こ
の
日
も
快
晴
ナ
リ
。
昼
す
ぎ
、
実
家

の
裏
の
郵
船
浜
へ
出
る
。
戦
争
中
は
米
軍
の
捕
虜
が
手
押
し

車
で
大
豆
を
陸
揚
げ
し
、
戦
後
は
イ
カ
つ
け
船
で
賑
わ
い
、
一

時
は
誰
も
人
通
り
が
無
か
っ
た
海
岸
通
り
は
、
今
や
観
光
客

で
大
賑
わ
い
。 

 

建
築
賞
を
も
ら
っ
た
と
か
の
「
波
止
場
」
と
云
う
レ
ス
ト
ラ
ン

が
青
函
フ
ェ
リ
ー
の
跡
地
に
建
っ
て
、
観
光
客
に
混
じ
っ
て
市

内
の
人
た
ち
も
群
れ
て
い
る
。
妹
の
話
だ
と･･･

人
が
多
い
の
は
、

二
十
間
坂
の
下
の
道
と
こ
の
海
岸
通
り
、
そ
れ
と
西
校
の
下

の
道
だ
け
で
、
た
し
か
に
、
車
で
通
っ
た
十
字
街
や
銀
座
通
り

に
は
人
影
は
な
か
っ
た
。 

 

早
い
と
こ
、
函
館
絵
図
を
描
か
な
い
と
、
昔
の
我
々
の
思
い

出
の
町
が
駐
車
場
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
戦
慄
を
感
じ
て
、
午

後
の
便
で
函
館
を
後
に
し
た
。 

 
 

 

《
特
別
寄
稿 

２
》 

 
 

「
中
身
の
な
い
卒
業
証
書
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
林 

友
子 

（
高
女
37
回
生
） 

  

今
年
も
ま
た
終
戦
記
念
日
が
来
る
。
毎
年
迎
え
る
こ
の
日

は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
感
概
を
も
っ
て
過
ご
し
て
来
た
。
永
世

平
和
を
う
た
っ
た
こ
の
日
も
50
回
を
迎
え
、
今
年
は
国
の
内

外
に
大
変
な
事
柄
が
山
ほ
ど
あ
り
、
息
つ
ま
る
よ
う
な
思
い
で
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 あ
る
。
中
で
も
１
月
17
日
の
阪
神
大
震
災
以
来
、
半
年
に
亘

っ
て
テ
レ
ビ
報
道
・
新
聞
紙
面
を
真
剣
に
我
が
事
の
よ
う
に
憂

い
、
喜
び
、
怒
り
、
安
堵
と
、
心
を
寄
せ
た
こ
と
は
近
ご
ろ
に

な
い
こ
と
だ
。 

 

な
ん
と
な
く
続
い
た
表
面
の
平
和
、
豊
か
さ
の
中
で
、
置
き

忘
れ
た
よ
う
な
「
人
間
の
原
点
」
に
、
人
、
皆
立
た
さ
れ
た
と

考
え
る
。
そ
し
て
思
う
。
あ
の
日
の
こ
と
を
・
・
・
・
・
。 

 

「
昭
和
20
年
８
月
15
日
」
こ
の
日
を
境
に
灯
火
管
制
か
ら

解
放
さ
れ
た
。
永
い
永
い
暗
闇
の
生
活
に
馴
れ
染
ん
だ
私
は
、

開
け
放
さ
れ
た
家
々
か
ら
見
え
る
灯
り
が
無
性
に
嬉
し
く
、

い
つ
ま
で
も
外
に
居
て
家
人
に
笑
わ
れ
た
。
五
十
年
を
経
た

今
日
、
街
に
は
色
と
り
ど
り
の
ネ
オ
ン
が
輝
き
、
空
を
仰
い
で

も
星
を
み
る
こ
と
も
覚
束
な
く
な
っ
て
い
る
。 

 

37
回
生
は
昭
和
２
・
３
・
４
年
の
不
景
気
の
さ
中
に
生
ま

れ
、
満
州
事
変
・
支
那
事
変
の
不
穏
な
世
の
中
に
育
ち
、
高

女
の
１
年
生
の
時
大
東
亜
戦
争
（
第
２
次
世
界
大
戦
）
を
迎

え
た
。
２
年
生
か
ら
は
勤
労
奉
仕
の
名
目
で
学
業
の
大
半
を

作
業
に
か
り
だ
さ
れ
た
。
高
女
の
４
年
間
の
う
ち
登
校
し
た
の

は
延
べ
２
年
ぐ
ら
い
と
思
う
。
卒
業
式
も
勤
労
奉
仕
の
合
間

を
割
い
て
、
よ
う
や
く
集
ま
れ
た
と
聞
い
た
。 

 

そ
の
卒
業
式
で
、
当
時
の
奥
村
校
長
先
生
の
式
辞
を
い
た
だ

い
た
中
に
「
こ
の
卒
業
証
書
は
、
名
ば
か
り
の
卒
業
証
書
で
す
。

貴
女
達
は
、
こ
れ
か
ら
、
生
涯
か
け
て
学
び
、
内
容
の
あ
る
卒

業
証
書
に
し
て
く
だ
さ
い
。
・
・
・
・
・
・
」 

何
と
も
い
え
ず
悲
し

く
聞
い
た
記
憶
が
あ
る
。 

 

物
心
が
つ
い
た
時
か
ら
「
気
を
つ
け
！
」
、
「
右
向
け
右
っ
！
」
、

「
礼
！
」
と
号
令
で
行
動
し
、
教
育
勅
語
を
旨
と
の
教
育
を
受

本校と函館稜北高校との再編統合 

 本年１月初頭に同窓会会報「つつじヶ丘」編集担当の張磨勝廣様から、以下のアンケートを頂いた。 

 ①校名存続について ②同窓会の維持・発展について ③統合に伴って稜北高校同窓会、新設校同窓

会、「つつじヶ丘同窓会」の在り方 ④母校に対して抱く思い出、エピソードなど。 

 関西支部の幹事のうち富士、水島、魚橋、中村から回答があり、取りまとめて本部に転送した。中村以

外の３名の方々の回答をここに再掲載する。 

 富士 昭一 （西高 3 回生） 

 ① 校名について：  1950 年（昭和 25 年）に教育改革として男女共学三年制とし、地域区分として函館

市内を普通高校三校と想定し、中部校、東校、西高とした。その後人口増加から北校、稜北高校を設立、

五校としたが、人口減から三校にするとの事である。三校設立時と現在では状況はかなり変わってきてい

るが、従前の中部、東、西に戻してそのまま存続させることが歴史的にも当然で在ると考える。校舎もその

ままであるならば、なおさらの事。 

 ② および ③ 同窓会の維持発展と今後の在り方：  現在の校舎を使用するとのことであれば、校舎

は「つつじヶ丘」に存続する事であり、「つつじヶ丘同窓会」一本でいく事に何の躊躇も不要で、自然な成り

行きと考える。それぞれの同窓会が繰越金を持っているので、一本化はかなり難しいようである。東と北の

併合ではまだ決着していないと聞いている。 

 ④ 母校に対する思い：  現在の西高は進学校ではないと言われている子供達や御両親が考えている

のならば再考を要すると思います。 

 一般家庭において、子供を大学へ進学させたいと考えている方がかなりの率で多いと思っていますが、

どうでしょう？ 女子も嫁入り条件の一つとも言われています。遺愛校、白百合校もかなりの進学率のよう

です。これから西校の生徒達をどの方向に教育していくのかかじ取りが難しいと思います。いずれにしても

これからは世界で活躍し通用する教育を求めていることは必定です。教育委員会にお任せではなく、大い

に意見を述べる権利が卒業生にはあると考えますので、ハッキリ物を言う事が必要です。 

 大学への進学校になる事だけを望むわけではありません。部活もスポーツでは部員の数がたりない、チ

ームを形成できない現状である事は聞いております。文化活動でも全国レベルの活動もしている模様との

事を聞いています。新しい西高の歴史を築いて頂きたく先生の皆様にお願いしたいものです。 

 水島 勝寿 (西高 11 回生) 

 ① 校名存続：  稜北校側のご了解がいただければ、イ 函館西（にし）稜北高校 又は ロ 函館西

（せい）稜高校 といたしたいと思います。 

 知名度の高さでは日本トップクラスの超人気バンド「GLAY」4名のうち、タロー・ヒサシの2名を輩出した稜

北の方が若い人たちにとって高いとは思いますが、歴史の長さと卒業生の多さにより西が校名の先になる

ことをお許し願いたく存じます。（ちなみに、テルは商業、ジローは大谷） 

 ② 同窓会の維持・発展：  徐々に人口が減少し、どこの同窓会も会員が減少する今日、維持・発展の

ためには 3 校合同で開催すべきと確信いたします。 

 ③ 統合による同窓会のあり方：  （仮名）函館西（にし）稜北高校同窓会の終了後、希望者に拠り 2 次

会に於いて各校の同窓会をもったら良いと思います。 

 ④ 西高、稜北高校の卒業生はそれぞれ母校への思い入れ、愛着があると思われます。新設校卒業生

入会は今から 5～６年後？のことでしょう。しっかりと彼らを迎い入れる「土台」を作るべきと思われます。 

 魚橋 弘子 (西高 20 回生) 

 ① 学校名につきましては、「西高」が消えてしまうのは、大変寂しいことだと思っています。できましたら、

残して欲しいと思います。 

 ② および ③ 同窓会の維持発展につきましては、これからは、なかなか難しいものがあると思います。

現状を維持しながら、できることを考えていきたいです。 

 ④ 母校に対しての想いは、あの風景の良さの中に建つ伝統校が自分の出身校だという誇りです。 
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平
成
29
年
度
の
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ 

 
 

日
時
： 

29
年
11
月
12
日(

日) 

13
時
よ
り 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
受
付
12
時
30
分
よ
り
） 

 
 

会
場
： 

が
ん
こ 

曽
根
崎
本
店 

（06
-
6
3
1
2
-
5
1
0
8

） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

お
初
天
神
通
り 

 

 
 

会
費
： 

７
０
０
０
円 

  

な
お
、
以
前
の
調
査
で
会
誌
送
付
お
よ
び
連
絡
要
と
さ
れ
た
会
員

の
皆
様
に
は
、
案
内
状
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。 

平成28年度収支会計報告                    自  平成28年4月 1日  

                    至  平成29年3月31日  

収入 金額 支出 金額 

 平成27年度から28年度への繰越金 158,332   さくらインターネット契約・使用料（初年度） 2,896  

 同窓会本部からの補助金 30,000   さくらインターネット使用料(H29/4/4-H30/4/4) 1,867  

 寄付金１件（大久保進也様より） 20,000   会誌印刷・郵送料  

     会誌リソグラフ印刷代 1,340  

     会誌A3上質紙 500枚 1,124  

     会誌郵送料 定型＠82ｘ57 4,674  

     会誌郵送料 定型＠140ｘ2 280  

     会誌郵送料 旧会員宛 410  

   本部会報の会員宛再郵送料 4,898  

   返信用ハガキ（お花見の会）@52x47 2,444  

   通信費 本部および幹事宛など 786  

   平成29年度への繰越金 187,613  

    

           収入   計 208,332                  支出   計 208,332  

 

 

け
（
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
？
）
、
「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
！
勝
つ
ま

で
は
」
、
「
贅
沢
は
敵
だ
！
」
、
「
撃
ち
て
止
ま
ん
！
」
等
々
、
戦

争
一
色
の
中
で
大
き
く
な
っ
た
。 

 

卒
業
と
同
時
に
「
助
教
」
と
い
う
臨
時
の
資
格
で
教

壇
に
立
っ
た
。
（
後
に
集
中
講
習
で
正
式
の
教

諭
の
免
許
が
と
れ
た
。
）
一
学
期
に
教
え
て
い
た

事
が
、
終
戦
を
期
と
し
て
１
８
０
度
異
な
る
授

業
に
な
る
。
そ
の
矛
盾
に
私
自
身
が
消
化
不
良

を
お
こ
し
退
職
す
る
。 

 

17
年
間
生
き
て
き
た
心
棒
が
抜
け
、
激
動
の

世
の
中
で
戸
惑
う
ば
か
り
だ
っ
た
。
時
流
に
流
さ
れ

ぬ
よ
う
、
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
足
搔
き
、
何
と
か

溺
れ
ず
今
日
に
至
っ
た
。 

 

息
つ
く
間
も
な
く
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
実
年
期

（
？
）
は
驚
異
的
な
速
さ
で
高
齢
化
時
代
に
な
る
と
い

う
。
夕
映
え
の
輝
く
よ
う
な
老
年
期
を
形
作
る
こ
と

は
、
た
の
し
く
も
あ
り
、
大
変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要

と
す
る
。 

 

半
世
紀
に
わ
た
る
激
動
の
な
か
か
ら
得
た
知
識
で

世
界
中
の
推
移
を
、
少
し
で
も
正
確
に
判
断
で
き
る

力
を
養
い
続
け
た
い
と
考
え
る
。 

 

同
期
の
皆
様
の
五
十
年
が
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
か
、

少
し
興
味
を
覚
え
る
。
き
っ
と
十
人
十
色
の
人
生
と

思
う
が
、
平
和
へ
の
思
い
入
れ
は
共
通
項
で
あ
ろ
う
。 

 

奥
村
校
長
先
生
か
ら
頂
い
た
生
涯
学
習
の
課
題
を

背
負
い
五
十
年
。
は
た
し
て
私
の
卒
業
証
書
に
は
ど

ん
な
内
容
が
詰
っ
た
の
か
、
頼
り
な
い
限
り
だ
が
、
こ

れ
か
ら
も
努
力
を
続
け
た
い
と
考
え
る
。 

 

感
謝 

ご
寄
付 

 

大
久
保
進
也
様
（
西
高
７
回
生
）
か
ら
ご
寄
付
を

戴
き
ま
し
た
。
財
源
の
乏
し
い
折
り
、
心
か
ら
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。 

 

幹
事
会
主
催 

お
花
見
の
会 

 

平
成
29
年
４
月
３
日
（
月
）
、
京
都
白
川
・

ぎ
お
ん 

た
つ
み
橋
付
近
で
お
花
見
。
昼
食

後
、
幹
事
会
を
開
催
、
平
成
29
年
度
版
「
つ

つ
じ
ヶ
丘
だ
よ
り
」
の
編
集
方
針
な
ど
を
検

討
し
た
。 

《
幹
事
会
か
ら
》 

 

前
号
で
も
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
よ
う
に
、

幹
事
が
中
心
と
な
り
、
会
の
維
持
の
た
め
の
努
力
を
惜
し
ま

な
い
覚
悟
で
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

幹
事
の
メ
ン
バ
ー
は
昨
年
度
と
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
詳

し
く
は
本
誌
26
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

偏
集
後
記 

 

本
号
で
、
幻
の
原
稿
、
２
編
を
掲
載
し
た
。
こ
れ
ら
原
稿
を

お
預
か
り
し
て
20
年
以
上
も
経
過
し
て
い
る
。
気
に
な
っ
て
い

た
案
件
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
で
よ
う
や
く
肩
の
荷
が
下
り
た
。

こ
れ
ら
石
原
、
小
林
さ
ん
お
二
方
の
原
稿
の
他
に
、
桜
井
さ

ん
か
ら
も
お
預
か
り
し
た
未
刊
行
原
稿
が
１
編
あ
る
。
こ
れ

も
い
ず
れ
機
会
が
あ
れ
ば
刊
行
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

な

お
、
皆
様
か
ら
の
原
稿
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

（
中
村 

記
） 


